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更生保護学の展開に関する論考

更生保護における

システムズ・アプローチの展開

福島大学大学院人間発達文化研究科教授生島浩

(要約）

更生保護におけるシステムズ・アプローチについて，保護観察官及び犯罪・非行臨床，家

族臨床を講じる大学院教員としての臨床経験をもとに論じた。まず，保護観察官-保護司の協

働態勢をシステムズ・アプローチの観点から｢協働治療論｣として説き明かしを試みた。また，

保護観察臨床の現場において，その公的機関が持つ権能や階層性などを活かして，治療シス

テムに組み込んだ実践例を紹介した。さらに‘大学教員となってからの個別の本人及び家族

面接，グループワークとしての家族教室，家庭訪問によるアウトリーチなどをシステミック

に編成したケースマネジメントの事例を報告した。実証的に支持された処遇となるためには，

保護観察官の的確かつ厳格なスーパービジョンのもとでの保護司との協働態勢が不可欠であ

る。福祉等他の専門職との連携を行うケースマネジメント能力向上のためにも，日本更生保

護学会が果たす役割が大きいことを主張した。
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①はじめに

『更生保護学研究｣創刊号に拙論が掲載され

ること，大袈裟ではなく，夢のようである。

22年間保護観察官などを勤め，そのアイデン

ティティが未完のまま大学教員となって１２

年，本学会設立の契機となった，2011(平成

23)年に神戸で開催された｢国際犯罪学会第１６

回世界大会｣の準備から全力で取り組んでき

たがそれは自らの存在証明の過程であった。

「なぜ，これまで更生保護に特化した学会

が組織されてこなかったのか」と問われるこ

とが多い。専門職制の確立が遅れたことが要

因であろうが2005(平成１７)年の医療観察制

度の施行により社会復帰調整官という専門職

が配置されたことを契機として，ようやく，

2012(平成24)年から保護観察官試験が始まっ

たのである。もちろん，性犯罪等に関する専

門的処遇プログラムの実施はもとより，福祉

との制度・機能連携が強調され，社会福祉士

との協働が日常業務となったことも大きな力

になったことは間違いない。

本学会の職能集団でもある，その設立基

盤の確立が急務である。確かに．非行・犯罪

に陥る道筋と立ち直りに至るそれとは重なら

ない，よって，その手立ても同じではないと

いう簡明な経験事実がある。精神障害のある

9６


















